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「水都大阪2009」がスタート！
～川と生きる都市・大阪～ 日程：2009・8・22～10・12

現在大阪では、世界で稀な都市部を囲む川を「水の回廊」と位置づけ、船
着場の整備や水辺周辺のライトアップなど、川や水辺のにぎわいを取り戻
そうとするさまざまなプロジェクトが進行しています。そんな水の都・大阪の
復興を広く伝えるためにシンボルイベントとして開催されるのが

「水都大阪２００９」です。

２００９年をスタートの年として、生命の源である水、人間活動の場として
の川をいま一度見直し、大阪が誇るべき資産である「水の回廊」を活用
して、「水都大阪」再生の街づくりムーブメントの創出をめざしている。

水都大阪2009実行委員会 http://www.suito-osaka2009.jp/

親水性の高い中之島公園を中心にさまざまなプログラムを開催

巨大な“アヒル”が出迎えてくれるよ！

八軒家浜会場

川に捨てられたゴミでさかなのオブジェ

八軒家浜会場

中之島水辺会場中之島水辺会場

砂場で大人も子どもも、水辺を楽しむ
散策ルートをミストで快適ウォーク

～ヒートアイランド対策～

ゴミを捨てな
いでネ。

ウエルカム！

http://www.suito-osaka2009.jp/


水都大阪2009会場で““水水””をＰＲ
水の都・大阪の復興を広く伝えるためのシンボルイベントとして

8月22日から開催されている「水都大阪2009」におけるプログラム
「水都朝市リバーカフェ」に出展し、「琵琶湖・淀川流域圏の再生」
「大阪湾の再生」や「ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥの活動状況」など近畿地方整
備局の取り組みについて、パネル展示による広報を行いました。

水都朝市リバーカフェは、9月19日～23日、10月9日～12日も開催され、
9月21日（月・祝）、10月9日（金）、10月12日（月・祝）に、整備局は出展し、

淀川改良工事100周年記念の特集展示を行います。
お出かけの際は、どうぞお立ち寄り下さい。

会場では、打ち水打ち水を行い、
ヒートアイランド現象の緩和
など都市環境にもたらす““水水””
の有効性をアピールしました。

また、涼をとっていただくた
め、足水足水をご用意し、その水
を打ち水打ち水に再利用しました。 ■■足水のようす■■ ■■打ち水のようす■■

水都大阪２００９は大阪全体が会場です。



「関西元気宣言」発信運動は、関西が元気あふれる魅力的
な注目すべき地域であるとの認識を広げるため、日本全国
さらには世界に向けて、関西の元気を発信するものです。
詳しくはＨＰを http://www.kansai.gr.jp/genki/

発行／「関西元気宣言」発信運動事務局
（近畿地方整備局企画部企画課）
（ (社)関西経済連合会 地域連携部）

ご意見・ご感想 otayori@kkr.mlit.go.jp

http://www.kansai.gr.jp/genki/


淀川改良工事百周年記念シンポジウム

これからの水都大阪～気象変化の影響は～

日時：Ｈ２１．９．１２、１３～１６時
場所：大阪市中央公会堂 大集会室
主催：国土交通省近畿地方整備局

◆パネルディスカッションでは、 『これからの水都大阪～気候変化
の影響は～』をテ－マに、京都大学防災研究所教授寶馨（たから
かおる）氏をコ－ディネ－タ－に迎え、上総整備局長をはじめ、５名のパネリストで討論さ
れました。その中では、「洪水発生時にどう行動するかを考えておくべきであり、そのため
には、市民は洪水の原因の正しい知識を得ることも必要である。また、避難行動に結びつ
けるためには、災害をリアルにイメージできる情報伝達仕組みも考えてみてはどうか、そし
て、様々な方々（観光客他）を対象にした災害情報へのアクセスを考えておくべきである。」

◆今年は、本格的な治水事業として実施された淀川改良工事が竣工して１００年目にあた
ります。また、近年、新たな課題として地球温暖化に伴う気候変化の影響がクローズアップ
されており、古来、河川の恵みをうけて発展してきた水都大阪は、これらの影響が懸念さ
れる地域となっています。

そのため、この節目の年に、地球温暖化を踏まえた
今後の水都大阪のあり方を考える機会として、大阪市
中央公会堂においてシンポジウムを開催しました。
会場には４１３名の入場者が詰めかけ大盛況であり、

関係機関と連携して進める気象変化の影響検討のキッ
クオフになりました。

◆基調講演では、東京大学名誉教授虫明功臣（むしあけかつみ）
氏が『地球温暖化に伴う気象変化の影響～最前線～』を題して、
地球温暖化による気候変化で水害が激化する可能性が高い中、
今後は『洪水と共生する』という考え方が大切で、地域毎の治水リ
スクを分析し、伝える仕組み作りが急務であると講演されました。

共催：大阪府、大阪市、気象庁大阪管区気象台、独立行政法人水
資源機構関西支社、水都大阪2009実行委員会

後援：(社)土木学会関西支部、(社)建設コンサルタンツ協会近畿支
部、(社)日本土木工業協会関西支部、(社)近畿建設協会、
(財)河川環境管理財団、(財)琵琶湖・淀川水質保全機構、
(財)河川情報センター、(財)日本建設情報総合センター

との話がありました。

上総局長は、「気候変動による浸水被害をしっかり
見積もり、住民の方々と対策を行っていきたい。やは
り、『脅かす防災』は長続きしないため、防災の話を
織り交ぜ、様々なイベントで『防災風味』を考えたい。
今後、いざという時に率先して逃げるリーダー（率先
避難者）作りも課題である。」と説明があり、最後に
寶コ－ディネ－タ－より、「これからは気候だけでは
なく、高齢化社会を迎えて社会も変化していくため、
自助共助だけではなく、さらなる『公助』も重要であ
る。」という締めくくりがなされました。

～パネルディスカッションの様子～

東京大学名誉教授虫明功臣氏

大阪市中央公会堂大ホ－ル全景





http://www.1300.jp/



